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研究要旨  

がん治療の DBを構築するに当たり、診療過程の実態と治療成績の把握がで

き、質的評価が可能となる JNCDBの実運用面での検討を行った。施設間での

診療構造の差異を捨象するため、より一般的で必須なデータ項目選定がなされて

いるかの見直しを行った。基本的がん疾患登録 DBと各臓器 DBは、項目の重複

が極力避けられ、整合性は取れており、feasibilityは良好であった。

 
Ａ．研究目的 
JNCDB では放射線治療の質を客観的に評価す

る必要がある。施設間での差異を捨象するため

に、より一般的で必須のデータ項目への見直し

がされるべきである。 

また、基本がん登録 DB と、各臓器 DB の整合性

をとり、重複を避ける必要もある。DBの集積に

より、本邦全体としての診療内容の質的評価が

可能となる JNCDB の実運用面の検討を行った。 

Ｂ．研究方法 

 今回、総論的な基本がん疾患登録 DB と、各

疾患 DB として前立腺癌 DB を取り上げた。各

データ項目のうち、基本 DB に属する項目と、

前立腺癌 DB について、重複するもの、相違す

るものを洗い出した。5例ほどを実際に入力し、

以前の前立腺癌 DB と改定版との比較から、

feasibiltyも検討した。 

（倫理面への配慮） 

  臨床研究としては、治療後の後追い的解析で

ある。治療内容など介入は存在しない。個人情

報への扱いは最大限配慮した。氏名や生年月日、

年齢，施設名などの表示を避け、個人の特定に

つながらない様、慎重に調査項目を解析した。 

Ｃ．研究結果 

 基本 DB には患者属性、疾患名、TNMS、治

療方針、外照射・小線源別の線種・線量・開始 

 

日などの必須基本項目が選定されていた。重複

癌の情報、治療成績・有害事象といった予後に

関する一般的情報も含まれていた。 

前立腺癌 DB には疾患特異的項目、関連合併

症、PSAや前立腺特異的な画像情報有無、生検

内容、手術・内分泌など他の治療、外照射は高

精度項目を含み、小線源もイメージガイドなど

特殊項目まで含んでいた。有害事象も疾患関連

のものが、より詳細な項目として取り上げられ

ていた。基本 DBとは属性、TNM、投与線量な

どで重複はあったものの、概ね独立した内容と

なっていた。 

以前の DB に比べ全体として項目も減ってお

り、1 症例当たりの入力時間も５分前後と、短

かった。 

Ｄ．考察 

必要最低限の項目は基本 DBにほぼ含まれて

いた。施設間差異も捨象した基本診療過程の実

態把握としては十分であろうと思われた。 

また、基本 DBと前立腺癌 DBとは必須項目

の一部に重複はあったものの、矛盾はなく整合

性は良く取れていた。 

調査項目も以前より厳選されており、

feasibilityは良好であった。 

Ｅ．結論                                 

 基本 DBは必須最小の項目を備え、前立腺癌
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DBには疾患特異的な詳細項目が含まれ、両者

の DB項目は良く厳選されていた。整合性も保

たれており、feasibilityも良好であった。  
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